
番　　号 結果

田
中
喜
克

林
田
久
充

山
中
善
治

橋
本
恒
典

田
中
新
人

土
山
定
信

辻
　
重
治

橋
本
律
子

里
見
　
淳

山
中
修
平

戎
脇
　
浩

小
河
文
人

森
田
久
生

岡
田
重
美

小
西
喜
代
次

山
岡
光
広

堀
　
郁
子

田
中
將
之

白
坂
萬
里
子

鵜
飼
　
勲

竹
若
茂
國

糸
目
仁
樹

議案第　 ７８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

歳入決算額４６，９１１，１２７，２８６円に対し、歳出決算額４５，１６９，
８３６，８９０円で、歳入歳出差引額１，７４１，２９０，３９６円。

議案第　７９号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

歳入決算額８，６２６，３６３，９１８円に対し、歳出決算額８，６１３，５８
４，０３６円で、歳入歳出差引額１２，７７９，８８２円。

議案第　８０号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

歳入決算額１，９５７，８４０，１４６円に対し、歳出決算額１，９３６，５１
１，８７０円で、歳入歳出差引額２１，３２８，２７６円。

議案第　８１号
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

歳入決算額７，９６３，２７８，１６８円に対し、歳出決算額７，５８８，５８
３，８６３円で、歳入歳出差引額３７４，６９４，３０５円。

議案第　９４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

市内企業の集約化や高度化に向けた設備投資を更に促すとともに、本社機能や研
究開発機能を伴う企業立地を積極的に誘致するため、甲賀市固定資産税特別措置
条例の一部を改正するもの。

意見書案第１４号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○

意見書案第１６号
否決 ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ●

意見書案第１７号
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

意見書案第１８号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

意見書案第１９号
否決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ●

新型コロナ感染症による減収対策としての介護報酬特例措置を撤回すること
を求める意見書の提出について

認定

防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書の提出について

唯一の被爆国日本の政府が核兵器禁止条約に批准するよう求める意見書の提
出について

河井前法相・案里夫妻の公職選挙法違反の徹底究明を求める意見書の提出に
ついて

甲賀市固定資産税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について

可決

賛否が分かれた案件の審議結果について（令和２年９月２４日）
○･･･賛成、●･･･反対

【会派の名称】共産党→日本共産党甲賀市議員団、公明党→公明党甲賀市議団、無会派→会派に所属しない議員

凛風会 志誠会 共産党 公明党 無会派会　　派　　名

認定

件　　　　　　名

令和元年度甲賀市一般会計歳入歳出決算の認定を求めることについて

令和元年度甲賀市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることに
ついて 認定

令和元年度甲賀市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めること
について 認定

新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査拡充を求める意見書の提出について

令和元年度甲賀市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めることについ
て
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○･･･賛成、●･･･反対
【会派の名称】共産党→日本共産党甲賀市議員団、公明党→公明党甲賀市議団、無会派→会派に所属しない議員

凛風会 志誠会 共産党 公明党 無会派会　　派　　名

件　　　　　　名

意見書案第２０号 否決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ●

請願第　　３号
不採
択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ●

※谷永兼二議員は、議長のため採決に加わらない。

小中学校給食費の負担軽減・無償化を求める請願書

少人数学級の実現を求める意見書の提出について
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